
２２年度２３年度２４年度２５年度２６年度

１．事務事業の見直し

（１）受益者負担の適正化

→ → 粗大ゴミ・所管で検討及びリサイクルセンター業務の見直し検討。 環境課

２．組織機構の再編、合理化

（１）教育行政と福祉行政の再編について

→ →

作業部会を設置し、23年4月実施を目途に検討する。
じんけん課・生涯学習課・中央公民館及び福祉センターを市長部局に
置いて統合・再編する。
教育委員会は学校教育課・教育センター・補導センターを含め再編し
学校教育に専念する方向で検討する。

第１作業部会
組織等改善協
議会

（２）市民センターのあり方について

（３）大課制について

◎大課制の検討。　 → →
作業部会を設置し、23年4月実施を目途に検討する。
組織等改善協議会で検討・協議する。

第１作業部会
組織等改善協
議会

◎大課制の場合、補佐の権限強化及び専決規程の見直し。　 → →
作業部会を設置し、23年4月実施を目途に検討する。
組織等改善協議会で検討・協議する。

第１作業部会
組織等改善協
議会

３．給与等の適正化

→ → 担当課、総務課、職員組合で検討する。 総務課

平成２３年度土佐清水市行政改革集中改革プラン　(計画期間H22～26）

具　体　的　実　施　項　目
実施時期

対　　　　応 所　　　管

※表内の→は検討、○は結論及び実施を示す。

◎市民センターのあり方の検討。 →
あり方を検討する。→存続はさせるが、機能強化か合理化か本部会で
方向を決定し組織等改善協議会で検討

第１作業部会
組織等改善協
議会

◎粗大ゴミの有料化の検討

◎じんけん課と生涯学習課・中央公民館及び福祉センターの組織機構の
再編・事務の再編

→

（１）現業職給料表（行政Ⅱ表）について



２２年度２３年度２４年度２５年度２６年度

４．定員管理の適正化

①定員総数の削減（平成２２年度３１３名→２６年度２９４名（１９名削減））

②定員管理計画（年度別削減計画・・・退職者の２／３補充）

　２２年度退職者　８名、２３年度５名補充 (3名減) ○ ２２年度退職者１６名、２３年度採用者１０名補充、６名削減

　２３年度退職者１０名、２４年度６名補充 (4名減)

　２４年度退職者１０名、２５年度６名補充 (4名減)

　２５年度退職者１４名、２６年度９名補充 (5名減)

　２６年度退職者　８名、２７年度５名補充 (３名減)

５．民間委託、公共施設の管理運営

（１）水道事業業務の民間委託について ○ →
平成２２年度より部分的に民間委託（半島地区８施設の管理業務及び
市内全域の給水・停水業務）を実施。今後の委託について、なお所管
で検討する。

水道課

（２）認定子ども園の設置について ○
所管で検討する→待機児童の解消が目的で本市は待機児童はなく必要
な状況ではない。

福祉事務所

６．経費削減等・財政健全化計画の推進

①事業評価制度の導入 → → 所管で見直し・検討する。 企画広報室

（２）未利用財産の売り払い → → 所管で検討する。 総務課

総務課

対　　　　応

（１）
歳入に見合う歳出の設定を基本とし住民ニーズの的確な把握による事業
の厳選と費用対効果をさらに推進する。

具　体　的　実　施　項　目 所　　　管
実施時期
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		平成２２年度以降の土佐清水市行政改革集中改革プラン ヘイセイネンドイコウトサシミズシギョウセイカイカクシュウチュウカイカク

																								※表内の→は検討、○は結論及び実施を示す。 ヒョウナイケントウケツロンオヨジッシシメ

		具　体　的　実　施　項　目 グカラダマトミホドココウメ														実施時期 ジッシジキ										対　　　　応 タイオウ		所　　　管 トコロカン

																２２年度 ネンド		２３年度 ネンド		２４年度 ネンド		２５年度 ネンド		２６年度 ネンド

		１．事務事業の見直し ジムジギョウミナオ

				（１）受益者負担の適正化 ジュエキシャフタンテキセイカ

						◎粗大ゴミの有料化の検討										→										粗大ゴミ・・所管で検討及びリサイクルセンター業務の見直し検討。 ソダイショカンケントウオヨ		環境課 カンキョウカ

		２．組織機構の再編、合理化 ソシキキコウサイヘンゴウリカ

				（１）教育行政と福祉行政の再編について キョウイクギョウセイフクシギョウセイサイヘン

						◎じんけん課と生涯学習課・中央公民館及び福祉センターの組織機構の再編・事務の再編 カショウガイガクシュウカチュウオウコウミンカンオヨフクシソシキキコウサイヘンジムサイヘン										→										作業部会を設置し、23年4月実施を目途に検討する。 サギョウブカイセッチネンツキジッシメドケントウ		第１作業部会 ダイサギョウブカイ

				（２）市民センターのあり方について シミンカタ

						◎市民センターのあり方の検討。 シミンカタケントウ										→										あり方を検討する。 カタケントウ		第１作業部会 ダイサギョウブカイ

				（３）大課制について ダイカセイ

						◎大課制の検討。　 ケントウ										→										作業部会を設置し、23年4月実施を目途に検討する。 サギョウブカイセッチネンツキジッシメドケントウ		第１作業部会 ダイサギョウブカイ

						◎大課制の場合、補佐の権限強化及び専決規程の見直し。　 バアイホサケンゲンキョウカオヨセンケツキテイミナオ										→										作業部会を設置し、23年4月実施を目途に検討する。 サギョウブカイセッチネンツキジッシメドケントウ		第１作業部会 ダイサギョウブカイ

		３．給与等の適正化 キュウヨトウテキセイカ																										総務課 ソウムカ

				（１）現業職給料表（行政Ⅱ表）について ゲンギョウショクキュウリョウオモテギョウセイヒョウ												→										担当課、総務課、職員組合で検討する。 タントウカソウムカショクインクミアイケントウ

		具　体　的　実　施　項　目 グカラダマトミホドココウメ														実施時期 ジッシジキ										対　　　　応 タイオウ		所　　　管 トコロカン

																２２年度 ネンド		２３年度 ネンド		２４年度 ネンド		２５年度 ネンド		２６年度 ネンド

		４．定員管理の適正化 テイインカンリテキセイカ																										総務課 ソウムカ

						①定員総数の削減（平成２２年度３１３名→２６年度２９４名（１９名削減））

						②定員管理計画（年度別削減計画・・・退職者の２／３補充） テイインカンリケイカクネンドベツサクゲンケイカクタイショクシャホジュウ

						　２２年度退職者　８名、２３年度５名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(3名減) メイゲン		○

						　２３年度退職者１０名、２４年度６名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(4名減) メイゲン				○

						　２４年度退職者１０名、２５年度６名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(4名減) メイゲン						○

						　２５年度退職者１４名、２６年度９名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(5名減) メイゲン								○

						　２６年度退職者　８名、２７年度５名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(３名減) メイゲン										○

		５．民間委託、公共施設の管理運営 ミンカンイタクコウキョウシセツカンリウンエイ

				（１）水道事業業務の民間委託について スイドウジギョウギョウムミンカンイタク												○		→								平成２２年度より部分的に民間委託（半島地区８施設の管理業務及び市内全域の給水・停水業務）を実施。今後の委託について、なお所管で検討する。 ヘイセイネンドブブンテキミンカンイタクハントウチクシセツカンリギョウムオヨシナイゼンイキキュウスイテイミズギョウムコンゴイタクショカンケントウ		水道課 スイドウカ

				（２）認定子ども園の設置について ニンテイコエンセッチ												→										所管で検討する。 ショカンケントウ		福祉事務所 フクシジムショ

		６．経費削減等・財政健全化計画の推進 ケイヒサクゲントウザイセイケンゼンカケイカクスイシン

				（１）		歳入に見合う歳出の設定を基本とし住民ニーズの的確な把握による事業の厳選と費用対効果をさらに推進する。

						①事業評価制度の導入 ジギョウヒョウカセイドドウニュウ										→										所管で見直し・検討する。 ショカンミナオケントウ		企画広報室 キカクコウホウシツ

				（２）未利用財産の売り払い ミリヨウザイサンウハラ												→										所管で検討する。 ショカンケントウ		総務課 ソウムカ
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		平成２３年度土佐清水市行政改革集中改革プラン　(計画期間H22～26） ヘイセイネンドトサシミズシギョウセイカイカクシュウチュウカイカクケイカクキカン

																								※表内の→は検討、○は結論及び実施を示す。 ヒョウナイケントウケツロンオヨジッシシメ

		具　体　的　実　施　項　目 グカラダマトミホドココウメ														実施時期 ジッシジキ										対　　　　応 タイオウ		所　　　管 トコロカン

																２２年度 ネンド		２３年度 ネンド		２４年度 ネンド		２５年度 ネンド		２６年度 ネンド

		１．事務事業の見直し ジムジギョウミナオ

				（１）受益者負担の適正化 ジュエキシャフタンテキセイカ

						◎粗大ゴミの有料化の検討										→		→								粗大ゴミ・所管で検討及びリサイクルセンター業務の見直し検討。 ソダイショカンケントウオヨ		環境課 カンキョウカ

		２．組織機構の再編、合理化 ソシキキコウサイヘンゴウリカ

				（１）教育行政と福祉行政の再編について キョウイクギョウセイフクシギョウセイサイヘン

						◎じんけん課と生涯学習課・中央公民館及び福祉センターの組織機構の再編・事務の再編 カショウガイガクシュウカチュウオウコウミンカンオヨフクシソシキキコウサイヘンジムサイヘン										→		→								作業部会を設置し、23年4月実施を目途に検討する。　　　　　　　　　　　　　　　　　じんけん課・生涯学習課・中央公民館及び福祉センターを市長部局に置いて統合・再編する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会は学校教育課・教育センター・補導センターを含め再編し学校教育に専念する方向で検討する。 サギョウブカイセッチネンツキジッシメドケントウシチョウブキョクオトウゴウサイヘンキョウイクイインカイガッコウキョウイクカキョウイクホドウフクサイヘンガッコウキョウイクセンネンホウコウケントウ		第１作業部会 　　　   組織等改善協議会 ダイサギョウブカイソシキトウカイゼンキョウギカイ

				（２）市民センターのあり方について シミンカタ

						◎市民センターのあり方の検討。 シミンカタケントウ										→		→								あり方を検討する。→存続はさせるが、機能強化か合理化か本部会で方向を決定し組織等改善協議会で検討 カタケントウソンゾクキノウキョウカゴウリカホンブカイホウコウケッテイソシキトウカイゼンキョウギカイケントウ		第１作業部会 　　　   組織等改善協議会 ダイサギョウブカイソシキトウカイゼンキョウギカイ

				（３）大課制について ダイカセイ

						◎大課制の検討。　 ケントウ										→		→								作業部会を設置し、23年4月実施を目途に検討する。　　　　　　　　　　　　　　　　　組織等改善協議会で検討・協議する。 サギョウブカイセッチネンツキジッシメドケントウケントウキョウギ		第１作業部会 　　　   組織等改善協議会

						◎大課制の場合、補佐の権限強化及び専決規程の見直し。　 バアイホサケンゲンキョウカオヨセンケツキテイミナオ										→		→								作業部会を設置し、23年4月実施を目途に検討する。　　　　　　　　　　　　　　　　　組織等改善協議会で検討・協議する。 サギョウブカイセッチネンツキジッシメドケントウケントウキョウギ		第１作業部会 　　　   組織等改善協議会

		３．給与等の適正化 キュウヨトウテキセイカ

				（１）現業職給料表（行政Ⅱ表）について ゲンギョウショクキュウリョウオモテギョウセイヒョウ												→		→								担当課、総務課、職員組合で検討する。 タントウカソウムカショクインクミアイケントウ		総務課

		具　体　的　実　施　項　目 グカラダマトミホドココウメ														実施時期 ジッシジキ										対　　　　応 タイオウ		所　　　管 トコロカン

																２２年度 ネンド		２３年度 ネンド		２４年度 ネンド		２５年度 ネンド		２６年度 ネンド

		４．定員管理の適正化 テイインカンリテキセイカ																										総務課 ソウムカ

						①定員総数の削減（平成２２年度３１３名→２６年度２９４名（１９名削減））

						②定員管理計画（年度別削減計画・・・退職者の２／３補充） テイインカンリケイカクネンドベツサクゲンケイカクタイショクシャホジュウ

						　２２年度退職者　８名、２３年度５名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(3名減) メイゲン		○										２２年度退職者１６名、２３年度採用者１０名補充、６名削減 サイヨウシャナサクゲン

						　２３年度退職者１０名、２４年度６名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(4名減) メイゲン

						　２４年度退職者１０名、２５年度６名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(4名減) メイゲン

						　２５年度退職者１４名、２６年度９名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(5名減) メイゲン

						　２６年度退職者　８名、２７年度５名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(３名減) メイゲン

		５．民間委託、公共施設の管理運営 ミンカンイタクコウキョウシセツカンリウンエイ

				（１）水道事業業務の民間委託について スイドウジギョウギョウムミンカンイタク												○		→								平成２２年度より部分的に民間委託（半島地区８施設の管理業務及び市内全域の給水・停水業務）を実施。今後の委託について、なお所管で検討する。 ヘイセイネンドブブンテキミンカンイタクハントウチクシセツカンリギョウムオヨシナイゼンイキキュウスイテイミズギョウムコンゴイタクショカンケントウ		水道課 スイドウカ

				（２）認定子ども園の設置について ニンテイコエンセッチ												○										所管で検討する→待機児童の解消が目的で本市は待機児童はなく必要な状況ではない。 ショカンケントウタイキジドウカイショウモクテキホンシタイキジドウヒツヨウジョウキョウ		福祉事務所 フクシジムショ

		６．経費削減等・財政健全化計画の推進 ケイヒサクゲントウザイセイケンゼンカケイカクスイシン

				（１）		歳入に見合う歳出の設定を基本とし住民ニーズの的確な把握による事業の厳選と費用対効果をさらに推進する。

						①事業評価制度の導入 ジギョウヒョウカセイドドウニュウ										→		→								所管で見直し・検討する。 ショカンミナオケントウ		企画広報室 キカクコウホウシツ

				（２）未利用財産の売り払い ミリヨウザイサンウハラ												→		→								所管で検討する。 ショカンケントウ		総務課 ソウムカ
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		平成２４年度土佐清水市行政改革集中改革プラン　(計画期間H22～26） ヘイセイネンドトサシミズシギョウセイカイカクシュウチュウカイカクケイカクキカン

																						※表内の→は検討、○は結論及び実施を示す。※(新)はH24新規項目 ヒョウナイケントウケツロンオヨジッシシメシンシンキコウモク

		具　体　的　実　施　項　目 グカラダマトミホドココウメ												実施時期 ジッシジキ										対　　　　応 タイオウ		所　　　管 トコロカン

														２２年度 ネンド		２３年度 ネンド		２４年度 ネンド		２５年度 ネンド		２６年度 ネンド

		１．事務事業の見直し ジムジギョウミナオ

				（１）受益者負担の適正化 ジュエキシャフタンテキセイカ

						◎粗大ゴミの有料化の検討								→		→		→						粗大ゴミ・所管で検討及びリサイクルセンター業務の見直し検討。 ソダイショカンケントウオヨ		環境課 カンキョウカ

				（2）市民サービス利便性の向上(新) シミンリベンセイコウジョウシン

						◎窓口業務の利便性向上、市民にわりやすい係への再編の検討(新) マドグチギョウムリベンセイコウジョウシン												→						交付・給付・証明事務のワンストップサービスの実施、民生部門窓口係の市民に分かりやすい係への再編の検討 コウフキュウフショウメイジムジッシミンセイブモンマドグチカカシミンワカカサイヘンケントウ		第１作業部会 ダイサギョウブカイ

		２．組織機構の再編、合理化 ソシキキコウサイヘンゴウリカ

				（１）教育行政と福祉行政の再編について キョウイクギョウセイフクシギョウセイサイヘン

						◎じんけん課と生涯学習課の再編・事務の再編 カショウガイガクシュウカサイヘンジムサイヘン								→		→		→						22:作業部会を設置し、23年4月実施を目途に検討する。
23:じんけん課・生涯学習課・中央公民館及び福祉センターを市長部局に置いて統合・再編する。教育委員会は学校教育課・教育センター・補導センターを含め再編し学校教育に専念する方向で検討する。
24:じんけん課業務の生涯学習課への業務移管 サギョウブカイセッチネンツキジッシメドケントウシチョウブキョクオトウゴウサイヘンキョウイクイインカイガッコウキョウイクカキョウイクホドウフクサイヘンガッコウキョウイクセンネンホウコウケントウカギョウムショウガイガクシュウカギョウムイカン		22:第１作業部会

23:組織等改善協議会

24:教育委員会 ダイサギョウブカイソシキトウカイゼンキョウギカイキョウイクイインカイ

						◎中央公民館の指定管理について（新）												→						H25年4月よりの指定管理実施に向け検討する。 ネンガツシテイカンリジッシムケントウ		中央公民館 チュウオウコウミンカン

				（２）市民センター・福祉センターのあり方について シミンフクシカタ

						◎市民センター・福祉センターのあり方の検討。 シミンフクシカタケントウ								→		→		→						H22:あり方を検討する。→H23:存続はさせるが、機能強化か合理化か本部会で方向を決定し組織等改善協議会で検討→H24住民サービスの充実を図る方向で福祉センターとの再編を含め検討する カタケントウソンゾクキノウキョウカゴウリカホンブカイホウコウケッテイソシキトウカイゼンキョウギカイケントウジュウミンジュウジツハカホウコウフクシサイヘンフクケントウ		22:第１作業部会
23: 組織等改善協議会
24:第２作業部会 ダイサギョウブカイソシキトウカイゼンキョウギカイダイサギョウブカイ

				（３）大課制について ダイカセイ

						◎大課制の検討。　 ケントウ								→		→		○						22:作業部会を設置し、23年4月実施を目途に検討する。　　　　　　　　　　　　　　　　　23:組織等改善協議会で検討・協議する。→H24より産業部門、企画総務部門の再編を実施 サギョウブカイセッチネンツキジッシメドケントウケントウキョウギサンギョウブモンキカクソウムブモンサイヘンジッシ		22:第１作業部会 　　　   
23:組織等改善協議会

						◎大課制の場合、補佐の権限強化及び専決規程の見直し。　 バアイホサケンゲンキョウカオヨセンケツキテイミナオ								→		→		○						22:作業部会を設置し、23年4月実施を目途に検討する。　　　　　　　　　　　　　　　　　23:組織等改善協議会で検討・協議する。→補佐複数制を実施 サギョウブカイセッチネンツキジッシメドケントウケントウキョウギホサフクスウセイジッシ		22:第１作業部会 　　　  
23:組織等改善協議会

				（４）債権管理事務について（新) サイケンカンリジムシン

						◎債権管理事務の一元処理の検討（新） イチゲンショリケントウシン												→						公債権・私債権の一元処理について関係課による作業部会で検討する。 コウサイケンシサイケンイチゲンショリカンケイカサギョウブカイケントウ		第３作業部会 ダイサギョウブカイ

		具　体　的　実　施　項　目 グカラダマトミホドココウメ												実施時期 ジッシジキ										対　　　　応 タイオウ		所　　　管 トコロカン

														２２年度 ネンド		２３年度 ネンド		２４年度 ネンド		２５年度 ネンド		２６年度 ネンド

				（5）幼保の一元化について（新) ヨウホイチゲンカシン

						◎幼保の一元化について検討（新) ケントウ												→						幼保一元化について関係課で検討する。 ヨウホイチゲンカカンケイカケントウ		教育委員会・福祉事務所 キョウイクイインカイフクシジムショ

		３．給与等の適正化 キュウヨトウテキセイカ

				（１）現業職給料表（行政Ⅱ表）について ゲンギョウショクキュウリョウオモテギョウセイヒョウ										→		→		→						担当課、総務課、職員組合で検討する。 タントウカソウムカショクインクミアイケントウ		総務課

				（2）人事評価制度について（新） ジンジヒョウカセイドシン														→						人事給与制度検討委員会で検討する。 ジンジキュウヨセイドケントウイインカイケントウ		総務課

		４．定員管理の適正化 テイインカンリテキセイカ																								総務課 ソウムカ

				①定員総数の削減（平成２２年度３１３名→２６年度２９４名（１９名削減）） テイインソウスウサクゲンヘイセイネンドナネンドメイメイサクゲン

				②定員管理計画（年度別削減計画・・・退職者の２／３補充） テイインカンリケイカクネンドベツサクゲンケイカクタイショクシャホジュウ

				　２２年度退職者　８名、２３年度５名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(3名減) メイゲン		○										２２年度退職者１６名、２３年度採用者１０名補充、６名削減 サイヨウシャナサクゲン

				　２３年度退職者１０名、２４年度６名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(4名減) メイゲン				○								２3年度退職者１６名、24年度採用者11名補充、5名削減 サイヨウシャナサクゲン

				　２４年度退職者１０名、２５年度６名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(4名減) メイゲン												退職者2/3補充の継続・見直の検討（新）　　 タイショクシャホジュウケイゾクミナオケントウシン

				　２５年度退職者１４名、２６年度９名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(5名減) メイゲン

				　２６年度退職者　８名、２７年度５名補充 ネンドタイショクシャメイネンドメイホジュウ								(３名減) メイゲン

		５．民間委託、公共施設の管理運営 ミンカンイタクコウキョウシセツカンリウンエイ

				（１）水道事業業務の民間委託について スイドウジギョウギョウムミンカンイタク										○		→		→						平成２２年度より部分的に民間委託（半島地区８施設の管理業務及び市内全域の給水・停水業務）を実施。今後の委託について、なお所管で検討する。 ヘイセイネンドブブンテキミンカンイタクハントウチクシセツカンリギョウムオヨシナイゼンイキキュウスイテイミズギョウムコンゴイタクショカンケントウ		水道課 スイドウカ

				（２）認定子ども園の設置について ニンテイコエンセッチ										○										所管で検討する→待機児童の解消が目的で本市は待機児童はなく必要な状況ではない。 ショカンケントウタイキジドウカイショウモクテキホンシタイキジドウヒツヨウジョウキョウ		福祉事務所 フクシジムショ

		６．経費削減等・財政健全化計画の推進 ケイヒサクゲントウザイセイケンゼンカケイカクスイシン

				（１）		歳入に見合う歳出の設定を基本とし住民ニーズの的確な把握による事業の厳選と費用対効果をさらに推進する。

						①事業評価制度の導入 ジギョウヒョウカセイドドウニュウ								→		→		→						所管で見直し・検討する。 ショカンミナオケントウ		企画財政課 キカクザイセイカ

				（２）未利用財産の売り払い ミリヨウザイサンウハラ										→		→		→						所管で検討する。 ショカンケントウ		総務課 ソウムカ
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